
遮



'''…'''''''''''1'`■''''''''⊂∃

.≡..….…ミ……‥……………………‥…………‥』∪‥.

'''''.''''-.'[唱

撃ト

ノlO FJはん

今回のテーマは'とうとうやって来ました-近頃全国的なブームを見せている､香川が誇る元祖ファーストフード-
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そう､喉ごしすっきりの白い｢あれ｣です-これまでこのコーナーのテーマ候補に何度も
上がりながらも､アートとの接点が見出せず､見送られてきたテーマ｢うどん｣｡香川で活躍するcIV-としては避けては通れまいーということで､重い腰を上げてうどんとアートの接点を探したのですが､これがなかなか見つからない-でも､苦労のすえ､ネタを3つ見つけましたよ-

まずは､アーティスト･奈良美智さんが大の

うどん好きであるというネタ｡この号の｢--v lが見た-｣でもご紹介している人気アーティストの奈良さんがうどん好きとはーうどん王国の一住人としてうれしい限りです｡ちなみに奈良さんの食事はだいたい1日1回で､1ケ月のうち1 2食がうどんだそうです｡単純計算すると1ケ月30食で考えて､全食事の40%がうどんという事に｡香川県民もピックリですーまた､最近はコシのある硬い麺のほうが食べ物として魅力があると思うようになったそうです｡女の子がうどんをすすっている作品が現れる日も近い_ 7(-)

そして､あのダライ･ラマもうどんに興味が

あるとのこと｡オーストラリアの作家と面会したとき､｢今一番望んでいることは7｣と尋ねられて｢日本のウドンを食べる事｣と答えたのだそうです｡｢世界平和｣ではなく｢つと血だと-とても親近感がもてました｡(～)

ところで､讃岐にはじめてうどん屋が

現れたのはいつ頃でしょう7金刀比羅宮所蔵の作品で狩野休園清信という絵師が描いた《金毘羅祭礼国展風》という六曲一双の犀風があります｡そこには秋の大祭で賑わう参道の様子が生き生きと細密に描写されているのですが､その中には様々な店に混じって3軒のうどん屋が描かれているのです｡いずれも当時のうどん屋の目印だった鳴子坂に切妻屋根をくっつけたスルメイカのような看板を軒先に下げています｡
どの店も店主のオヤジさんたちが店頭で

うどんを打っています｡粉をこねている場面､

イラスト=三枚野裕二
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包丁切りをしている場面､麺棒で伸ばしている場面と､描写が細かく､この300年前の犀風絵がさぬきうどんに関する最も古い資料になるそうです｡(3)

イラストに描いた場面では､店の主人がう

どんを伸ばし､のれんの奥からはうどんを食べ終わったと思しき人物が満足そうな顔で現れ､黒い着物の人物は｢うどんでも食っていくか｣とつぶやいているかのようです｡｢作る人｣と｢食べる人｣が同じ空間でお互い楽しそうにやっている､この開放的な雰囲気は今の香川のうどん屋さんのそれと同じです｡

香川のうどん屋さんが受け継いできたも

の､それは｢美味しさ｣とこの｢フレンドリーな雰囲気｣なのだ､ということをこの300年前に描かれた犀風を見て確認できたような気がします｡　　　[佐々木真理子牧野裕二]参考資料
(-)雑誌記事｢高松市美術館で絵を見せてもらったお礼に､奈良さんにさぬきうどんを持っていったよo｣『月刊TJ KAGAWA』2003年8月号p70(2)∃あいさつ』に代えて｣『ARTTODAY2002

岡崎乾二郎展』カタロクセソン現代美術館2002年
(3)新聞連載記事第35話蚕毘羅祭礼図犀風｣『金刀比

羅宮美の世界』四国新聞社2003年1 1月30日付21面

i ���-/Rで �ｨ����#��9D��y?｣#廼ﾒ�鰄葎�ｸ�5x鹵�

ソナ9》の組IIてをしているところ: ですo持越作品は基茄的rZ百と胴価… に分かれていて､大きい作品は- 多くの/1-ツから成りますo麿示 作禁中は身価パーツがきこらしゆう≡ rZ横たわっていてちょっとサティ- スティック! 

～:さ轍.≡潤一式.7-等 �� �� 

1.兆-.∫.∴.le≡- ��

ぬ=.;ゝふ喜. 剴ﾓ野 �;Inﾇ)Lﾒ� 仂ﾈ��$�$�#��ID�)?｣#�"�ｬh,X4��ｸ6x,Yuh-�*Fﾂ�
A..三..//,,,一転..I望_ �8���阨ﾙ�ﾂ� 

---rd/- �� �����.頴�J(*�,�+ﾘ,ﾈ�ｸ､h+8/�8/�ｦX齪齷u"����EｩV�*(,H.�.x*(-ﾈ+X+ﾖ�7ｸ5ヲﾘ,Xﾞﾈ,(����8+ﾘｯ�/�訒%ｨ��ｹ�+ﾘ+�/�､ﾈ饕螽-ﾈ,h-��3ｲ�X蕀9册ﾘﾇﾈｸ羔h��ﾇﾈ菜ｪ霽yDi�旭ﾂ�璽��

メ 仆�X��$亰ｳ2dﾂﾂﾒS"ﾓｸｽ�)��:S 

■Ⅳ ��� �+X*ﾙ?��｢�

[高松市美術館学芸員牧野裕二]
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主な活動

10･31-12･ 7 ｢舟越権展｣ギャラリートーク

11･ 8高知県立美術館

サポーターとの交流会

12･27漆芸ワークショップ/

北岡省三(漆芸家)

2･27-3･28 ｢玉柏象谷展｣ギャラリートーク

4･ 1しびの-と9号発行

⊂j

■舟越桂展～森から来たささやきギャラリートークを終えて日0･31-12･7】

土台になっている面白い作品です｡

舟越さんはソリストの孤独を考えながら

制作されたそうですが､作品の人物は　J

自分を律しつつど冗′に向かっているように

見えます｡さきほど､ ｢弾こうとしている｣と

書きましたが､本当は｢弾いているところ｣

かもしれないし､ ｢弾き終わった｣ところ

かもしれない｡その見方はきっと人それ

ぞれ｡見る人によって感じ方が全く遣う

というのも舟越作品の面白いところです｡

皆さんと一緒に作品を見るのを楽しん

だり､語りあったりしたい｡私たちCⅣlの

活動にこれからもおつきあいをお願い
いたします｡　　　　　　　[末席香里]

~t昏5.番も

▲完成作品Dチョコレートみたい†7

こなせないので､日の粗いものから

細かいものまで5種類の耐水ペー
パー(やすり)を順にかけて､形を

整え､光沢を出していきます｡

作業を進めると次第に鮮やかな

色の層が現れますが､色の組み

合わせは各自異なりますので､同じ

ような形に彫っても､個々の作品

がもつ表情は実に様々ですo

磨くほどに輝きを増していくグラデー

ションの美しさに感激し､思わず

作業に没頭しました｡

ものを作ることの喜びを再認識すると　　漆芸を身近に感じることのできたl日でした｡

ともに､伝統芸術の奥深さに心酔し､　　　　　　　　　　　　　[皆見礼子]

｢これで2回目｣ ｢もう1国見に行く｣

｢お母さんも行きたがっている!｣

友人からこのような言葉を聞き､舟越

権さんの人気に改めて驚かされました｡

私たちcIViのギャラリートークも､毎回大

勢の方が聞いてくださって緊張いっぱい､

うれしさいっぱいでした｡

ところで皆さんはお気に入りの人(作

品)はありましたか?私は≪教会とカフェ》

という眼鏡をかけた男性像が気になって

仕方ありませんでした｡知り合いの中に
こんな人がいそうな感じで!それから､《水の

ソナタ》 ｡ピアノを弾こうとしている全身

像ですが､ピアノの影が像を支える

■漆芸ワークショップに参加して【12･27】

やすりで削ってペンダントトノブを作ると

いうもので､予定時間をオーバーしたにも

かかわらず､助手の方2名とともに丁寧

に指導していただきました｡

作業に取り掛かる前に先生がたが

作られた見本を見せていただきましたが､

それらはまるで宝石のように美しく､はた

してこれが作れるだろうか､と一同思案

しながらのスタートとなりましたo

堆漆は､朱､黒､黄､白､紫などの色漆を

何層にも塗り重ねたもので､百回塗って

やっと3ミリの厚さになるという､それを作

るだけでも大変なものです｡本来は彫刻

刀を使いますが､素人にはとても使い

年の瀬も押し迫った12月27日､香川

県漆芸研究所で漆芸家･北岡省三
先生に漆芸ワークショップの講師をして

いただきました｡課題は小さな堆漆板を



C･･,･･が癒見た･･-9
高枕市美術館コレクション

まあ､なんて頭でっかちなの!男の子-それとも女の子-これってアーヌのキャラクター-それにしてもなんて目してるのかしら｡どこかで見たような-0

作品を前に'こんなみなきんの声が

聞こえてきそうです｡
この作品は､2003年､高松市

美術館コレクションになったばかりのニューフェイス､奈良美智の《M-lkyLake》です｡作品のイメージと名前から勝手にかわいらしい現代っ子の女性ア-ティス-を想像していたのですが'奈良美智は'ナラ･ミチではなくナラ･ヨシーモが正しい読み方で'1959年生まれの現在44歳の男性ア-ティス-｡海外でも評価が高く'今最も注目を集めているア-テーヌーのひとりです｡

この作品もそうですが'奈良の
作品は､親しみやすい子供をモチーフにして描いているにもかかわらず､単純な形にデフォルメされた目は､ある独特の鋭さ､したたかさ､疑い深さ'あるいは反抗心など'とても二言では言い表せない複雑な要素を含んだまなざしを'私達に向かって投げかけてきます｡奈良は子供をモチーフにした作品を描く時､自分の幼い頃の記憶を思い出しながら'その頃言葉にできなかったことを作品に表現していると言っていますo彼は次のような詩を書いています｡

時々僕は子供のようだ時々僕は本当に子供だ時々僕は大人のようだしかし本当の大人にはなれない

｢舟越桂展　森から来たささやき｣(2003･1 0･3 1-はラ高松市美術舘にて開催｡2004･4･4-5･30広島市現代美術館に巡回)の会期が終わりはや数ヶ月｡思い出深い2つのイベントについて記しておきたいと思います｡
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⑥2001 YoshltOmO Nara Photo Yoshltaka Uchlda,NomadlC Studl0

奈良美智『深い深い水たまり』
角川書店より

ふたたび作品に
目を向けてみる｡｢どうして､そんな目をしているの-なにを考えている?｣ミルクの泉にどっぷりと浸った子供の日'実は私自身の中にあったのかもしれない｡

[鈴木典子]

圏ワークショップ(1 1月1日)
｢作品との対話/作者との対話｣と

還した中高生対象のワークショップでは､まず午前1 0時から日時まで展示室で作品を鑑賞Ltワークシートを作成してもらいました｡ワークシートの内容は､まずこちらで選んだ3点の作品それぞれについて､自分なりのタイトルをつけ､連想したことを自由に書いてもらい､次にそれらの発展型として､4点の作品を-つの物語の登場人物ととらえ､それがどのような物語で､それぞれどのようなキャラなのかを考えてもらう､というものです｡

続いて午後1時から2時までは舟越

さんに登場していただき､展示室で参加者の発表にコメントしてもらいつつ､エピソードも披露していただきました.参加した中高生の皆さんは､照れながらもじっに興味深いタイトルとストーリーを披露してくれました｡そのやり取りの
一部をご紹介しましょう.《森へ行く員》(1984年)をめぐつてです｡

R

▲ 《森へ行く日》 1984年個人蔵撮影:落合高仁

つけたタイ

ワ-クショップでの舟越さんo 《森へ行く日》を前にしてo

トルはあ僕の家には電球がないWl佼電気をつけようとしても電球がない･‥困ったな､とつぶやいているように感じました｡｣舟越氏(以下･舟)-｢おもしろいね｡でも大体この人は不思議な感じに見えると思う｡とっても変わった顔をしていて-おでこから上が足りなさ過ぎて-なんだか蛇みたいだよねo(一同笑)急に決まったグループ展に出すためにこれを作ったんだけど､勢いだけではぁーつと作ってしまったので､搬入の日には､うわぁ-どうしようと思いました｡でも展覧会が始まって2週間ぐらいたったら､制作過程の記憶がぜんぜんなくて､『オレ一人で作ったんじゃないんじゃないか7』っていう気がしてきて'だんだん好きになっていった作品ですo我を忘れて突っ走ることで『何かが出てくる』っていう経験､君たちにもいずれあると思いますよ｡(筆者に向かって)これ触ってもいい7急いで作ったので首がぴったりはまるようになってなくて､いろいろ遊べるんですよ｡(作品の首を見上げるような角度に変える)さっきまでの静かな感じとはずいぶん変わるでしょーなんだか-Qも違って見えるよねー(一同爆笑)ところで､ほかの人､どんなタイトルを思いついたー｣参寧･｢《楽しい迷い》｡｣料-｢あ､でもわかるね｡ある意味迷いって可能性があるってことでもあるしね｡僕も制作中はよく迷いますよ｡あなたは7｣参C-｢《歌う人》｡｣舟-｢面白いね｡口は閉じてるのに歌うって｡ちょっと興味があるけど-｣参C-｢毎日単調な生活を送っていても自分の中に歌を持っているような感じがしたのと､口を閉じているので声には出さないけど､普段見ているものから歌を取り入れているような感じがしました｡｣蘇-｢あなたがそういう人なの7(参加

者照れながら否定)ところで､タイトルのつけ方のヒントをひとつ言うとね､例えは寂しそうで疲れている人のことを､そのまま亭フんじゃなくて'僕は『寂しい』『疲れて
いる』という言葉から浮かんでくるものをつけるんです｡-たとえば『葉のない枝』とかね｡｣(一同感心)

と､このようなスタイルで1時間があっと

いう間に過ぎ､次の講演会まで休憩がわずかしかないにもかかわらず､｢タバコをすこし吸う時間さえあればいい｣と､予定時間を越えてもなお話を続けてくださいました｡おかげでたいへん充実したワークショップとなりました｡舟越さんのサービス精神に感謝-ヨ遠隔授業(1 0月27日11 1月27日/全5回)
香川県内にある詫間小学校の呼びか

けに応じ､インターネット回線を用いたテレビ会議システムで生徒たちとやりとりをする｢遠隔授業｣を5回にわたり開催しました｡まず-Tを駆使したそのハイテクぶりに驚かされますが､単にテレヒ電話で作品解説をするだけのものではなく､内容がかなり凝っているのですo
(企画･立案はほとんど詫間小の国子

先生を中心とする先生方がされました)

①まずは生徒が美術館に展覧会を見

に来て､②次にその印象を遠隔授業で発表し､私がそれに意見を述べたり補足したりしますo③そして生徒は実物と図禄で見た作品の感想(と私のコメント)香もとにおのおのが

たら｣などと偉そうT)なコメントをします｡⑤そして他の生徒､先生､私の意見を参考に､修正を加え､⑥最後の遠隔授業で完成作を発表し終了となるのですo
スペースの都合から完成作晶は2点しか

掲載できませんでしたが､どれもみな作品から受けた印象を巧みに視覚化することに成功していて'驚くべき完成度に達しています｡イメージをめぐるリアルタイムのやり取りというのは､授業におけるテレビ電話の非常に効果的な使用法だと思いますし､またそれを反復して行うというコンセプトも授業内容を深みのあるものにするうえで効果的だったと思います｡生徒もすごいですが､仕掛け人の先生方もすごいー
最後にひとこと｡舟越さんの話を聞いて

いると｢つながる｣という言葉が頻繁に登場することに気つきました｡ある経験が後の作品の造形へと｢つながる｣といったような話においてです｡展覧会を思い返してみると､この｢つながる｣という関係はいたるところに存在していたように思います｡作品どうしの｢つながり｣､作品の次の展開への｢つながり｣､作品と人との｢つながり｣､インタ-ネット回線を介した｢つながり｣､作品を見た人の心の中での『何かと』の｢つながり｣-私はこの｢つながる｣という感覚が舟越作品のキーワードのような気がするのですが､いかがでしょうか7

[高松市美術館学芸員牧野裕二]

選んだ舟越作品の背景をフォトショップで作り､作品と合成しますPちなみに作品の加工は著作権の侵害のおそれがあるとのことかb､ヒデオレターで舟越さんから｢お墨付き｣をもらい､生徒たちは著作権についてもしっかり学んでいました(まさに生きた授業-)｡④そして､次の遠隔授業でそれぞれが制作し杏葉し､それに私が｢配色がいいね｣｢構図をもう少し工夫し
■●　■　●●_●　●●●■●

▲松岡敬佑≪いだいな神》　　　　　▲三宅彩香《天にむかってまい上がる天使》

デジカメで撮影した外の風景との合成o　それぞれの人物像の大きさや位置を工夫

はじめ松岡君は写り込んでいる電線を消した　することで､三宅さんが作品から感じた

かりましたが､私は電線があるほうが現実の　浮遊する感覚が見事に表現されています｡

中に突如､非現実が出現したみたいで面白　ボリュームのある作品なので､それらを

いよ､とコメントし､残してもらいました｡屋根の　浮遊感を出しつつ配置する作業はさぞ

連なりが作るギザギザ模様がアクセントl　　難しかったのではないでしょうかo

iコ二.｣∴∴｣∴..:...∴.
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投葦で書こうねZ

｢お子様とはお手をつないでくださいね｣と言われるのも､小さな子供は悪気がなくても､思わぬ行動をとることがあるので､気をつけてくださいね､という意味なのだそうです｡
｢以上のようなたくさんの注意

事項をお願いすることになるので､言葉使いには特に気を使います｡見に来て下さったみなさまに楽しく鑑賞していただきたい､というのが私たちの一番の願いですから-｣そして｢看視員の仕事､とても楽しいよー｣との明るい声に誘われ､私も看視員を体験して

みることにしました｡

美術館の了解をもらい､2月8

日(日)午後1時半頃から仰分ほど､常設展示室で看視員さんの椅子に座ってみました｡お客様をじ-つと注視するのではなく､何気なく見つつ､複数のお客様の中で死角ができないように-と､なかなか大変でとても緊張しました｡｢いらっしゃいませ｣の言葉も看視員さんにつれられて口に出してみました｡｢ようこそ｣という気持ちと､｢どうか作品に触ったりしないでね｣という願いも込めつつ-
(後半次号に続く)

【高尾由実]

高松市美術館では｢ミュージ

アムスタッフ｣とも呼ばれている看視員さん｡まず､看視員さんって展覧会の会場で椅子に腰掛け､お客様を見ているのがお仕事-というあやふやな認識で､興味津々､美術館-階の常設展示室までお話を伺いに行きました｡

看視員とはどのようなお仕事

なんですかH･の質問に､｢私たちは展示作晶の保護という責任があるので､お客様に美術館からの禁止事項等QTJ協力をお願いしています｡例えば-｣と､チケットの裏に書かれている項目を見せてくださいました｡

フムフムこんなところに-

なるほど-｢作品に触らないで｣
｢写真､模写､タバコ､飲食はダメ｣は

わかるけど､｢傘の持込禁止｣はどうしてかなーつて質問しようと

思っていると反対に｢傘はどうしてだと思う-｣ときかれてしまいました｡｢えーっと､もしも何かの拍子で作品を傷つけてしまってはいけないからですか--｣とドキドキしながら答えると｢そうそうその通り｣と小さく拍手してくれました｡ですから､ヘルメットや大きなカバンなどもコインロッカーや受付に預けるようお願いするのだそうです｡また､メモをとるのに万年筆､ボールペンがダメで鉛筆が構わないのは､万が一作品に触れることがあっても､鉛筆なら消すことができる可能性があるから､なのだそうです｡それから､私にも小さな子供がいますが､よく入口で

▲常設展示室

o･->-と一緒に美術館を探索してみませんか?今回は'美術館の顔ともいえる看視員と受付の方々のお仕事をリポートしてきましたo

簸フjJ7ip等鼻

看視員と受付の巻前半
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編●集●後●記
■故川流域の滝宮(陵南町)に昔､智泉大徳という僧がいました｡智泉は

空海の姉の子でおいにあたります｡智泉は空海から数えてもらった唐の
麺の作り方を覚えて帰り､両親にごちそうしたといわれ､そのことから

讃岐うどんの発祥の地は滝宮であると伝えられていますo美味なる
讃岐うとんの歴史を感じながら､うどん巡礼に出かけたい今日この頃ですo

[佐々木真理子]

LcIViに伸問入りして早一年oお腹にいた子どもも5か月となりました｡

子どもの成長はすぼらしいなあ､と思う毎EIですD自分自身も子どもと
ともに成長していきたいです｡　　　　　　　　　　[末席香里]

■平成16年度も｢日本伝統工芸展50周年記念展rわざの美山や｢ミュシャ
展｣など､日が離せない展覧会がいっぱいですよ｡みなさんぜひ美術館に

お越しください｡　　　　　　　　　　　　　　　　　[鈴木典子]

■看視員と受付のみなさま､取材にご協力くだきりありがとうございましたo

[高尾由美]

■伝統工芸品を鑑賞する事により､私たちの生活は伝統の上に成り立って
いると改めて気付きましたoその様に考えると､毎EE使っているお箸も

お椀も､みな愛しく大切に思える今Elこの頃ですo　　　[冨岡洋子]

■睦芸家･北岡省三さんにワークショップでご指導を受けるという貴重な

体験をしました｡これからもし,,ろいろ義時らしい出会いを期待していますo

[管見礼子]

(舟越桂展の引継ぎで岩手県立美術館に伺った際､美術館の方々に
わんこそば対決を開催していただいたところ､他の参加者の疲労(?)が

幸いしてか､105杯で見事優勝!さきちゃん(娘､7ケ月､ 2月現在)､パパは

やったよ†それにしても､わんこは凄まじい｡オリンピック競技にしてはしい

ものですD　　　　　　　　　　[高松市美術館学芸員牧野裕二]

J上野の西洋美術飴での5El問にわたる教育普及ワーキンググループの

研修会､参加してきました｡今回のテーマは｢美術館のミッション｣ o各人に
個性や歴史があるように､それぞれの美術館にも0 1 5年前に高松市美術飴

誕生へと導いた多くの人々の希望｡ミッションを見つめることで､こうした

希望の積み重なりを振り返ることができました｡そして､シヴイの活動が
これらミッションの実現を支えてくれていることを改めて感じたのでした｡

美術館2004年度のラインナップ
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【特別展】

ピノッキオの世界展
4.9(金)～5.9(日)

1 883年にイタリアで初めて出版された名作童話『ピノッキオの冒険』 0

その初版本挿絵原画､書籍､人形､19世紀絵画､そして現代作家が

描く現代のピノッキオなど､さまざまな角度からピノッキオの世界を紹介｡

日本伝統工芸展50年記念展｢わざの美｣
5.28(金)～6.27(日)

｢日本伝統工芸展｣は1 954年に第1回展が開かれ､今年で50年を

迎えます｡ 9000人以上の出品作家の中から特に創造性に優れた

1 50人を厳選して展示します｡陶芸､染織､漆芸､金工､木竹工､人形､

その他工芸品等約1 50点｡

アンチスとカチ-ナ人形一現代ドイツの巨匠とホピ族の精霊たち

7.23(金)～8.29(日)

アンテスは培異な人体表現で知られるドイツの芸術家で､北米の

プエプロインディアンが祭礼に用いるカチーナ人形のコレクターと

しても知られるoアンテスの作品約60点とカチーナ人形約70点に

より､プリミテイヴ･アートと現代美術の関係を検証｡

【常設展】
現代美術と工芸

第1期4.3(土)～5.23(日)

第2期5.28(金)～8.1 5(日)

第3期8.21 (土)～10.24(日)

▲アッティリオ･ムッシーノ｢カルロ･コッローディTピノソキオの冒険』

(1910-11年版)挿絵原画｣ (1910頃)イ9リア､フィレンツェ､ジュン

ティ出版社､歴史文書重蔵⑥Gluntl EdEtOreFlrenZe,ltaly
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お問いあわせ

◆ボランティア通信｢しぴの-と｣ ､シヴィのギャラリートークに関するご意見･ご感想

◆本紙記事｢知っとった7美術飴｣で取り上げてはしいもの

◆美術に関する素朴な疑問-etc

などがありましたら､郵送･ファックス･美術館内のアンケート等でお知らせください｡

シヴィの活動および､しびの-との紙面作りの責重な参考にさせていただきます｡

利用案内

【開館時間】
火-金:9時30分～1 9時

土･日･祝日:9時30分-17時

(展示室の入室はいずれも閉飴30分前まで)

【休館日】
月曜日(ただし､休日と重なる場合はその翌日)

高松市美術館ボランティア係
〒760-0027香Jll県高松市紺屋町1 0-4 TELO87-823-171 1 FAX087-851-7250
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